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こうとう区報別冊

　確かな学力・豊かな人間性・健やかな体をバ
ランスよく育成し、「生きる力」をどの子も
身につけることができるよう、こうとう
学びスタンダードを基軸とした知・
徳・体の調和のとれた教育を進めて
いきます。
≪重要施策≫
① 確かな学力の向上
② 思いやりの心の育成
③ 健康・体力の増進
④ 就学前教育の充実
⑤ 教員の資質・能力の向上

　個に応じた教育の推進、いじめや不登校対
策の充実など、一人一人を大切にした対応
を行うとともに、施設の適正な整備や
学校安全対策などを進めていきます。

≪重要施策≫
⑥ 個に応じた教育支援の充実
⑦ いじめ・不登校対策の充実
⑧ 教育環境の整備・充実
　

　江東区の教育の10年後を展望した目指すべき姿を掲げ、そのためにわた
したち（区民、保護者、地域、学校、江東区の教育に関わるすべての人たち）が、
何に取り組み、何を成し遂げるかを示すものです。
　平成13年に定めた教育目標を取り込む形で策定しました。

確かな学力・豊かな人間性・
健やかな体の育成

教育を支える
環境づくり

安心して通える楽しい
学校（園）づくりの推進

　学校が地域や大学、企業等との連携を一層強化
し教育活動を進めていくシステムのさらなる充
実や、学校から保護者への積
極的な情報発信などを通
して、教育力を向上し
ていきます。

≪重要施策≫
⑨ 地域に根ざした教育の推進
⑩ 開かれた学校（園）づくり

　教育推進プラン・江東（後期）の策定にあたり、パブリックコメ
ント（意見募集）を行い、104人の方から218件の意見が寄せられ
ました。パブリックコメントでいただいたご意見に対する区の考
え方は、区ホームページからご覧ください。

※計画の全文は、区ホームページ、庶務課（区役所6階1番）、各図書館等で
閲覧できます。

　オリンピック・パラリンピック教育を推進し、
“江東区のこどもたちが大会にかかわる”ことを
通して、こどもたちの夢や将来への可能性を広
げることを目指します。

地域全体による教育力の向上に取り
組むとともに、こどもたちが安全で安心

して過ごすことができる場の確保や、保護
者や地域を含めた学習機会の充
実など、多方面から教育を
支える環境づくりを推進
していきます。

≪重要施策≫
⑪ 家庭教育・地域教育力
　 向上への支援
⑫ 健全で安全な
　社会環境づくり
⑬ 図書館機能の充実

1 ｢生きる力｣を育む｢知｣｢徳｣｢体｣の調和がとれた教育を推進します
2 一人一人を大切にし、個性を伸ばす教育を推進します
3 学校・家庭・地域が連携し、こどもたちの成長を支える環境づくり
を推進します

あるべき姿

使命

重要
課題

教育推進プラン・江東（後期）に基づき、教育施策を着実に推進し、江東
区教育理念に掲げるあるべき姿を実現していきます。
みんなで“生きる力”と“つながる心”を育み、こどもたちが自らの力で
未来への扉をひらき、羽ばたいてほしいと願っています。

施策の柱

Ⅰ
施策の柱

Ⅱ

施策の柱

Ⅳ
＊＊ 江東区教育理念のキャッチコピー ＊＊

未来への 扉をひらけ 江東の子
～ みんなで育む 生きる力 と つながる心 ～

（江東区教育理念を分かりやすく伝えるため、キャッチコピーを俳句風で作成しました。）

２０２０年
東京オリンピック・
パラリンピック競技大会への取組

わたしたちは、
こどもたちがのびのびと育ち、
責任感と未来を担う力をもつ人に
成長することを目指します。

江東区教育理念に、
4つの施策の柱・
重要課題を合わせ
たものを『江東区教
育ビジョン』として
定めています。

江東区教育理念の実現

施策の柱

Ⅲ
地域や教育関係
機関との連携による
教育力の向上

わたしたちは、使命として示す５つの力を育むために、
３つの行動指針を掲げ取り組みます。行動指針

わたしたちは、あるべき姿の実現に向けて
５つの力を育みます。
1 自ら学び考え行動する力
2 困難を乗り越える力
3 人権を尊重し他者を思いやる力
4 社会へ主体的に貢献する力
5 他者と協調・協働し
    　　人間関係を形成する力

「教育推進プラン・江東（後期）」を策定しました
計画期間：平成28～32年度 『江東区教育理念』も新たに策定！

　江東区基本構想・長期計画の分野別計画で、今後５年間で教育部門が取り
組む施策の方向性を示すものです。前期計画の取組を検証し、現況ニーズに
対応する後期計画を策定しました。
　また、このプランは、教育基本法の規定に基づく江東区の教育振興基本計
画として策定しました。

教育推進プラン・江東（後期）とは…？ 江東区教育理念とは…？

問　庶務課教育政策調整係 ☎（3647）8542  Fax（5690）6911
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区
で
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
学
習

習
慣
の
定
着
と
学
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
う
と
う
学
び
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
定
着
を
め
ざ
し
て
、
全
小
中

学
校
68
校
に
約
２
３
０
名
の
学
校
サ

ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
、「
土
曜
・

放
課
後
学
習
教
室
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
各
学
校
で
は
、
放
課
後
や
土

曜
日
、
長
期
休
業
期
間
を
利
用
し
て

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
が
こ
ど
も
た
ち
の

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
内
容

主
に
小
学
校
４
～
６
年
生
、
中
学

校
１
～
３
年
生
の
希
望
者
を
対
象
と

し
て
、
水
曜
日
な
ど
の
放
課
後
や
土

曜
日
を
利
用
し
て
基
礎
・
基
本
の
定

着
を
図
る
た
め
、
年
間
を
通
し
て
継

続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
は
小
学
生
が
延
べ
約
３
万
7
千

人
、
中
学
生
が
約
１
万
8
千
人
参
加

し
ま
し
た
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

学
習
PC
ソ
フ
ト
と
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

○
学
習
PC
ソ
フ
ト
の
活
用

当
教
室
で
は
、
自
主
的
な
学
習
を

促
す
こ
と
を
目
的
に
、
学
習
PC
ソ
フ

ト
を
活
用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
よ
り
効
果

的
な
活
用
の
た
め
に
新
た
な
ソ
フ
ト

を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
教
材
は
、

区
の
使
用
す
る
教
科
書
に
対
応
し
、

小
学
校
は
国
語
・
算
数
・
理
科
・
社

会
の
４
教
科
、
中
学
校
は
国
語
・
数

学
・
英
語
・
理
科
・
社
会
の
５
教
科

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た

ち
は
、
PC
か
ら
打
ち
出
し
た
プ
リ
ン

ト
を
用
い
て
学
習
を
し
ま
す
。
こ
の

ソ
フ
ト
に
は
、
習
熟
度
別
の
問
題
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
各
単
元
の
復
習

「
中
学
校
教
科
交
流
授
業
研
究
の

日
」
と
は
、
江
東
区
立
の
全
て
の
中

学
校
の
先
生
方
が
、
教
科
ご
と
の
会

場
（
区
立
中
学
校
）
に
分
か
れ
、
授

業
研
究
に
取
り
組
む
日
で
す
。
今
年

度
も
二
回
（
６
月
８
日
、
10
月
12

日
）
実
施
し
ま
す
。

近
年
、
東
京
都
の
公
立
学
校
で
は
、

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方
の
大
量
退
職
に

伴
い
若
手
の
先
生
方
の
採
用
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
は
校
内

で
同
じ
教
科
を
担
当
す
る
先
生
の
人

数
が
少
な
く
、
教
科
の
専
門
性
を
高

め
る
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
事
業
を
実
施
し
、
先

生
方
が
学
校
の
枠
を
超
え
て
集
ま
り
、

経
験
豊
富
な
指
導
力
の
あ
る
先
生
の

模
範
授
業
を
見
た
り
、
若
手
の
先
生

が
授
業
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
指
導

の
仕
方
に
つ
い
て
多
く
の
先
生
方
で

協
議
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
江
東
区
立
中
学
校
の
全
て
の
先

生
方
の
授
業
が
さ
ら
に
よ
く
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
江
東
区
立
中
学
校
が
良
質
の
授

業
を
提
供
し
、「
学
校
が
楽
し
い
」「

こ
の
学
校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。　

を
個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自
主
学
習
の

補
助
教
材
と
し
て
の
活
用
に
も
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

自
主
学
習
の
際
に
、
復
習
問
題
の

添
削
を
受
け
た
り
、
問
題
の
解
き
方

を
教
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
主
に
教
員
を
目
指
す
学
生
や
地

域
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。  「
こ
ど

も
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う

意
欲
を
持
っ
た
方
で
、
学
校
サ
ポ
ー

タ
ー
に
応
募
し
た
い
方
・
興
味
の
あ

る
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
案
内

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
学
校
支
援
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
第
三
砂
町
小
学
校
で
の
取
組
☆

第
三
砂
町
小
学
校
で
は
、
土
曜
日

の
午
前
中
、
２
～
６
年
生
の
総
勢
60

名
あ
ま
り
が
参
加
し
、
学
ん
で
い
ま

す
。
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
は
学
び
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
強
化
講
師
を
兼
ね
て
い
る

方
が
ほ
と
ん
ど
で
、
通
常
の
授
業
と

連
動
し
た
き
め
細
か
い
指
導
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
児
童
の
保

護
者
か
ら
は
、「
土
曜
日
に
勉
強
を

さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
自
主
学
習
の

定
着
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
の
お
声

を
頂
い
て
い
ま
す
。

☆
有
明
中
学
校
で
の
取
組
☆

有
明
中
学
校
で
は
、
部
活
動
が
あ

る
生
徒
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
と

特
に
試
験
期
間
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

試
験
前
の
集
中
対
策
と
試
験
後
の
解

き
直
し
で
は
数
学
と
英
語
の
学
校
サ

ポ
ー
タ
ー
が
個
々
の
生
徒
の
支
援
を

行
い
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
り

ま
す
。
ま
た
通
常
時
に
お
い
て
も
、

習
熟
度
別
学
習
を
行
い
、
生
徒
の
進

度
に
配
慮
し
た
教
材
を
用
意
す
る
な

ど
、
工
夫
し
た
教
室
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
今
後
へ
向
け
て

「
ど
の
子
も
伸
び
る　
学
び
の
ま

ち　
こ
う
と
う
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
自
主
学
習
の
定
着
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
家
で
勉
強
す
る
気
が
起
き
な

い
、
復
習
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
、
自
力
で
の
学
習
習
慣
が
定
着
し

て
い
な
い
児
童
・
生
徒
へ
、
こ
の
事

業
の
実
施
を
通
し
て
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
学
び
方
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
は

じ
め
、
今
後
は
さ
ら
に
各
教
科
ご
と

の
学
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
定
着
を
目

指
し
て
、
各
小
中
学
校
で
の
活
発
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こうとうの教育では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

『教師が伸びると こどもも伸びる』
先生たちが自主的に学んでいる３つの研修を紹介します。

東京都教育研究員
　区の推薦を基に都で
選ばれた教員が集まり、
1年間にわたり、各教科
等の専門性をより一層
高めていく制度です。

研究開発委員会

東京教師道場

　東京教師道場のリーダーや東京都教育研究員等を修了または、同等の
力をもつ教員が自らのさらなる指導力の向上を目指し、各教科等につい
て先進的な研究を行い、その成果を発表し全都へ広めていきます。

　2年間にわたり、各教科等での授業研究を通
して、その専門性を高めていく制度です。｢部
員｣は４年目から10年目の教員が対象で、
授業力の向上を目指しま
す。｢リーダー｣は、授業力
に優れた教員が部員に対
し指導・助言を行い
ます。

＜小学校＞ 国語：門上麻衣子（東川小）  社会：新田一浩(越中島小)
 算数：神戸正臣　(枝川小)  体育：林　正隆(豊洲西小)　
　　　 教育課題(オリンピック・パラリンピック教育）
 : 加藤英嗣（明治小）･工藤史子(豊洲北小) 
＜中学校＞ 保健体育：内田鉱介(有明中)・山嵜龍一(大島中)
 理科：橋田直隆(深川五中)

＜幼稚園＞ 就学前教育：垣脇史枝（南陽幼）
＜中学校＞ 社会（委員長）：竹原　眞(深川四中)　
 数学（委員長）：春名秀夫(東陽中)
　　　　　　　　

 道徳：飯田憲史（四砂中）

【２年目】＜リーダー＞     
道徳：東 幸恵(豊洲小) 生活：橋本靖子(北砂小)
特別支援：井本志保（豊洲北小） 
理科：遠藤博則（深川八中）
【２年目】＜部員＞　　
体育：栖原 啓（豊洲小）・市川勝利（枝川小）
　　　吉村雅俊(小名木川小)
理科：生田香澄（数矢小） 特別活動：中村絵美（毛利小）
音楽：高橋侑希（南陽小） 図画工作：成田麻美（五砂小）
外国語(英語)：水嶋 諒（深川四中）・松澤みずほ（深川五中）
数学：佐藤雄一（南砂中）

【１年目】＜リーダー＞     
社会：髙橋洋之(明治小) 体育：森山雄樹(三砂小)
【１年目】 ＜部員＞
算数：有賀志穂（越中島小） 社会：鎌田美穂（越中島小）
算数：小園美穂（南陽小） 特別支援（知的障害）:佐藤 歩（枝川小）
国語：金子朋彌（深川一中） 美術：清水絢子（深川四中）
外国語(英語)：平野和也（深川四中）・西尾恭子（二砂中）　
理科：冨永 拓（三亀中）・越川 博久（大島中）
社会：丹 暁子（三砂中）

「
中
学
校
教
科
交
流
授
業
研
究
の
日
」

い
い
ね
！

江
東
区
立
中
学
校

江東区のこどもたちの
ためにがんばります！

番場明子 先生 （有明中・理科）保坂和正 先生（第三砂町中・国語科）英語科の先生方の協議会

「
土
曜
・
放
課
後
学
習
教
室
」実
施
中
！

教員と学校サポーターの２名体制でしっかり
サポート

生徒が疑問を残したままにしないよう
に、と学校サポーターの山田さん

問　
学
校
支
援
課
学
校
支
援
係
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「
中
学
校
教
科
交
流
授
業
研
究
の
日
」

い
い
ね
！

江
東
区
立
中
学
校

江東区のこどもたちの
ためにがんばります！

番場明子 先生 （有明中・理科）保坂和正 先生（第三砂町中・国語科）英語科の先生方の協議会


